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◆ニッコウキスゲの補植
　ニッコウキスゲの群生地を甦らせるため、５月26日に
日光霧降高原のキスゲ平でニッコウキスゲの補植が行
われました。霧降高原キスゲ平にはかつて40万株以上
のニッコウキスゲが群生しておりましたが、昭和50年頃
から、シカの食害などの影響で減少してしまいました。
そのため、20年ほど前からニッコウキスゲの苗の補植
を行っております。今年も約40名が参加し約500株の苗
を植えました。

〈霧降高原キスゲ平〉
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平
成
21
年
第
２
回
日
光
市
議
会
臨
時
会
が
５
月
29
日
に
開
催
さ
れ
、
議
会
活
性
化
検
討

調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、
執
行
部
提
出
議
案
４
件
、
報
告
１
件
、
議
会
側
案

件
１
件
で
し
た
。

報　
　

告

第 

２ 

号
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

﹇
市
営
住
宅
の
管
理
上
必
要
な
訴
え
の
提
起
﹈

﹇
市
営
住
宅
の
管
理
上
必
要
な
訴
え
の
提
起
に
対
す
る
和
解
﹈

報　
　

告

議　
　

案

第

₅₉

号
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

﹇
日
光
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定 

﹈

原
案
承
認

議  　

案

第

₆₀

号
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

﹇
日
光
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定 

﹈

原
案
承
認

議  　

案

第

₆₁

号
日
光
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議  　

案

第

₆₂

号
日
光
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
会
活
性
化
検
討
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

設　
　

置

報　
　

告

第 

４ 

号
平
成
₂₀
年
度
（
２
０
０
８
年
度
）
日
光
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

報　
　

告

議  　

案

第

₆₃

号
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

原
案
適
任

議  　

案

第

₆₄

号
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

原
案
適
任

議  　

案

第

₆₅

号
日
光
市
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

原
案
可
決

議  　

案

第

₆₆

号
日
光
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議  　

案

第

₆₇

号
日
光
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議  　

案

第

₆₈

号
日
光
市
特
定
疾
患
患
者
見
舞
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

原
案
可
決

議  　

案

第

₆₉

号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

﹇
湯
西
川
地
区
ふ
れ
あ
い
の
郷
整
備
事
業　

共
同
浴
場
・
地
場
産
加
工
販
売

施
設
建
築
工
事 

﹈

原
案
可
決

議  　

案

第
₇₀
〜
₇₄
号
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

﹇
災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
購
入
事
業 

﹈（
外
４
件
）

原
案
可
決

議  　

案

第

₇₅

号
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

﹇
小
山
線　

外
１
路
線 

﹈

原
案
可
決

議  　

案

第

₇₆

号
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

﹇
沓
掛
１
号
線　

外
５
路
線 

﹈

原
案
可
決

議  　

案

第

₇₇

号
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

﹇
杉
ノ
沢
３
号
線　

外
２
路
線 

﹈

原
案
可
決

日
光
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
（
外
３
件
）

議
長
指
名

議  　

案

第

₇₈

号
平
成
₂₁
年
度
（
２
０
０
９
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

原
案
可
決

　各会派から選出された₁₀名の議員による議会活性
化検討協議会が4月₂₃日に発足され、これまでに、
市民の視点に立った身近な開かれた議会をめざし検
討を重ねてきましたが、任意の協議会のため５月₂₉
日の臨時会で特別委員会として設置されました。
　今後、「常任委員会の所管分担」、「議員の視察研
修」、「議会報告会の試行」、｢交渉会派の人数の見直
し｣、「議員定数、報酬の検討」など、様々な角度から議
会活性化に向け調査・研究を行っていきます。

委　　　　　　　　　　　　　員

◎斎　藤　敏　夫 ○落　合　美津子

　田　井　　　哲 　平　木　チサ子

　塩　生　勇　一 　手　塚　雅　己

　田　村　耕　作 　大　門　陽　利

　藤　井　　　豊 　阿　部　博　美

◎：委員長　　○：副委員長　

議
案
の
審
議
と
結
果

特
別
委
員
会
設
置　

議
案
の
審
議
と
結
果

（託児室の様子）

第
２
回
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

　

平
成
21
年
第
３
回
日
光
市
議
会
定
例
会
が
６
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、
執
行
部
提
出
議
案
16
件
、
報

告
２
件
、
議
会
側
案
件
４
件
で
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
６
月
17
日
、
18
日
、
19
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
13
名
の
議
員
が

35
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

報　
　

告

第 

３ 

号
平
成
₂₀
年
度
（
２
０
０
８
年
度
）
日
光
市
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て

報　
　

告

（定数10名）

議会活性化検討調査
特別委員会設置

６ 月 定 例 会平成２１年９月 日光市議会定例会会期日程予定
【会期  ９月１日（火）～９月３０日（水）  ３０日間】
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（開会）上程・説明

委員会付託

採決

一般質問

一般質問

一般質問予備日

（閉会）

月/日 曜日 会  期  日  程 備　　考

日程が変更になる場合がありますので、
議会事務局にお問い合わせ願います。

本  会  議

本  会  議

付　託　委  員  会

付　託　委  員  会

本  会  議

本  会  議

本  会  議

本  会  議

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会・本会議

一般質問以外にも傍聴できます。
お気軽に傍聴してください。 問合せ先　0288－21－5140

　　　　（議会事務局直通）



ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
文
化
庁
や
栃
木
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し

な
が
ら
、
平
成
23
年
度
末
を
目
途
に

再
提
案
を
考
え
て
い
る
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
公
立
保
育
園
給
食
に
つ
い
て

○
と
ち
ぎ
未
来
開
拓
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
試

案
）
に
つ
い
て

小
久
保
光
雄
議
員
（
公
明
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
：
在
宅
障
が
い
者
の
介
護
の
実
態
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
介

護
者
（
親
）
が
高
齢
化
し
た
場
合
の

対
応
は
。

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
：
在
宅
障
が
い

児
者
の
主
な
介
護
者
は
、
父
母
親
と

い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー

ム
を
整
備
す
る
こ
と
は
有
効
な
手
段
。

助
成
措
置
を
講
じ
、
本
年
度
は
、
２

つ
の
事
業
者
に
お
い
て
２
棟
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。

問
：
大
き
な
悩
み
、
保
護
者
の
強
い
要

望
で
あ
る
重
度
心
身
障
が
い
者
が
終つ

い

の
棲す

み
か家

と
な
り
う
る
入
所
施
設
整
備

の
必
要
性
に
つ
い
て
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
障
が
い
者
自
立
支

野
沢
一
敏
議
員
（
グ
ル
ー
プ
光
輝
）

問
：
当
市
の
最
高
規
範
で
あ
る
「
日
光

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
制
定
の

経
緯
及
び
目
的
と
、
基
本
理
念
に
在

る
「
共
有
・
参
画
・
協
働
」
を
ど
う

と
ら
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
条
例
が

施
行
し
、
１
年
余
が
経
過
し
た
が
、

こ
の
間
、
市
政
の
施
策
運
営
に
与
え

た
影
響
や
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
地
方
分
権
の
推

進
に
よ
り
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
の
責
任
で
持
ち
決
め
て
い

く
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
、「
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
す
る

市
民
自
治
の
実
現
が
目
的
で
あ
る
。

　
「
共
有
」
と
は
、情
報
提
供
の
充
実
、

責
任
や
負
担
を
明
確
に
し
、「
参
画
」

は
、
市
民
が
よ
り
積
極
的
に
参
画
し

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
で
、「
協
働
」

は
、
個
人
や
団
体
、
地
域
の
実
情
に

よ
り
、
補
完
や
協
力
を
す
る
と
と
ら

え
て
い
る
。

　

こ
の
条
例
は
、
方
向
性
や
ル
ー
ル

を
示
し
た
も
の
で
、
目
に
見
え
て
変

形
成
を
す
る
う
え
で
も
、
地
域
活
動

へ
の
参
加
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
は
、

人
事
考
課
へ
の
反
映
も
検
討
し
て
い

く
。

（
そ
の
外
の
質
問
）

○
ま
ち
づ
く
り
と
生
涯
学
習
に
つ
い
て

平
木
チ
サ
子
議
員
（
清
流
）

問
：
世
界
的
に
も
未
だ
断
続
的
に
発
症

い
て
い
る
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
、
こ
の
秋
に
も
再
度
、
流
行

が
懸
念
さ
れ
る
。
大
流
行
し
た
場
合

の
庁
内
の
事
務
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

保
守
な
ど
、
最
低
限
必
要
な
業
務
は

何
か
。
そ
れ
ら
の
業
務
を
市
民
に
周

知
し
、
理
解
を
得
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
治
療
薬

の
確
保
や
２
週
間
外
出
禁
止
の
場
合

の
服
用
薬
の
調
達
は
ど
う
行
う
か
。

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
：
あ
ら
か
じ
め

業
務
の
優
先
順
位
や
人
員
の
配
置
計

画
を
定
め
る
「
業
務
継
続
計
画
」
が

必
要
で
あ
る
。
最
悪
の
状
態
と
し
て

も
生
命
・
財
産
を
守
る
業
務
を
は
じ

め
、
戸
籍
・
福
祉
等
の
窓
口
業
務
や

市
民
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
も
の
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
度
策
定
す
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● 一般質問

わ
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
く
機
運
が
芽
生
え
て
き
た
。

問
：
自
治
会
の
互
助
機
能
を
強
化
す
る

た
め
の
施
策
と
市
職
員
の
自
治
会
活

動
へ
の
積
極
的
参
加
に
つ
い
て
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
一
例
と
し
て
、
高

齢
化
集
落
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
協
力
に
よ
り
除
雪
作
業
を
実
施
し

た
例
が
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
の

連
携
が
、
自
治
会
の
互
助
機
能
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
　

市
職
員
は
、
地
元
で
は
、
職
員
で

あ
る
前
に
地
域
人
で
あ
り
、
自
治
会

活
動
等
へ
の
積
極
的
参
加
は
必
要
と

考
え
る
。
職
員
の
市
民
自
治
の
意
識

る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行

動
計
画
」
に
合
わ
せ
策
定
協
議
を
進

め
て
い
く
。

　
　

市
民
の
周
知
に
つ
い
て
も
具
体

的
な
内
容
を
検
討
し
、
随
時
、
お
知

ら
せ
を
し
て
い
く
。
外
出
な
ど
の
自

粛
が
要
請
さ
れ
る
事
態
に
あ
っ
て
は
、

服
用
薬
の
入
手
が
困
難
と
な
ら
な
い

よ
う
、
か
か
り
つ
け
医
と
入
手
方
法

を
相
談
し
て
お
く
よ
う
市
民
へ
の
周

知
を
図
る
。

問
：
近
隣
で
の
助
け
合
い
に
は
、
災
害

時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ
ン
が
活
き
て

く
る
。
同
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
と
地

域
防
災
計
画
の
中
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

対
応
の
追
加
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
：
プ
ラ
ン
実
施

に
向
け
、
今
年
度
当
初
、「
災
害
時

要
援
護
者
支
援
班
」
を
庁
内
に
設
置

し
、
支
援
体
制
を
整
え
た
。
予
防
や

感
染
拡
大
防
止
な
ど
重
要
な
対
策
は
、

国
や
県
の
行
動
計
画
と
整
合
性
を
保

つ
必
要
性
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
と

は
別
に
個
別
計
画
と
し
て
策
定
す
る
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て

齊
藤
正
三
議
員
（
グ
ル
ー
プ
光
輝
）

問
：
平
成
19
年
９
月
に
暫
定
リ
ス
ト
入

り
に
挑
戦
し
た
が
、
国
際
的
な
観
点

か
ら
の
評
価
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

と
課
題
を
受
け
、
未
だ
不
十
分
で
あ

る
と
の
審
議
結
果
が
出
さ
れ
た
。
今

後
、
再
提
案
に
向
け
た
基
本
的
な
考

え
方
は
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
足
尾
銅
山
の
世
界

遺
産
登
録
推
進
事
業
の
中
で
、
新
た

に
２
件
の
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
、

世
界
遺
産
と
し
て
一
定
の
評
価
が
得

ら
れ
た
調
査
報
告
書
を
発
行
す
る
な

ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
今
後
、

「
足
尾
地
域
の
産
業
遺
産
の
保
存
・

活
用
と
環
境
学
習
推
進
協
働
会
議
」

を
中
心
に
、
市
の
世
界
遺
産
登
録
推

進
検
討
委
員
会
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
の
指
導
・
助
言
に
よ
り
、
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

問
：
今
年
度
予
算
か
ら
見
る
主
な
取
り

組
み
は
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
世
界
遺
産
暫
定
一

覧
表
追
加
記
載
提
案
書
に
係
る
調

査
・
審
議
結
果
に
お
い
て
、
鉱
毒
防

除
技
術
の
世
界
史
的
・
国
際
的
な
視

点
か
ら
顕
著
な
普
遍
的
価
値
の
証
明
、

国
内
外
の
同
種
資
産
と
の
比
較
研
究
、

構
成
資
産
の
文
化
財
指
定
の
３
つ
の

大
き
な
課
題
解
決
を
中
心
に
予
算
措

置
を
行
っ
た
。

　
　

足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
推
進

検
討
委
員
会
内
に
、
歴
史
と
構
成
資

産
の
整
備
活
用
の
２
つ
の
専
門
調
査

委
員
会
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
積
極

的
に
啓
発
す
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

な
ど
を
市
民
団
体
と
協
働
事
業
と
し

て
取
り
組
む
。

　
　

さ
ら
に
、
資
料
集
の
編
集
・
発
行

を
行
い
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
足
尾
銅
山
の
価
値
の
情
報
発
信

を
行
う
。

問
：
今
後
、
再
提
案
に
向
け
た
タ
イ
ム

援
法
の
見
直
し
の
中
で
、
国
が
制
度

の
方
向
転
換
を
早
く
や
っ
て
ほ
し
い
。

国
・
県
が
で
き
な
け
れ
ば
市
が
助
成

制
度
を
確
立
し
、
社
会
福
祉
法
人
が

参
入
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
、

実
際
、
施
設
経
営
・
運
営
を
行
っ
て

い
る
方
が
や
れ
る
基
盤
整
備
を
市
が

や
る
。
障
が
い
者
福
祉
計
画
の
中
で
、

何
人
も
排
除
し
な
い
、
排
除
さ
れ
な

い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
の
理
念
を
掲
げ
て
い
る
。
最
終
的

に
は
、
一
番
市
民
に
近
い
市
町
村
が

手
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
手

順
を
国
・
県
の
流
れ
の
中
で
整
備
し

て
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
国
・
県
に

お
い
て
で
き
な
い
場
合
は
、
市
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

まちづくり基本条例職員研修会足尾銅山精錬所

一

般

質

問

一

般

質

問

一
般
質
問

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

目
的
と
市
政
運
営
の
影
響
は

大
流
行
し
た
場
合
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
は

平
成
23
年
足
尾
銅
山
の

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

障
が
い
者
福
祉
行
政
の

現
状
は

「市内の社会福祉施設」



　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
学
校
教
育
に
つ
い
て

○
有
料
道
路
通
行
料
の
軽
減
に
つ
い
て

福
田
悦
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

問
：
面
接
相
談
数
は
増
え
て
お
り
、
生

活
に
困
っ
た
市
民
に
と
っ
て
の
適
切

な
対
応
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
実
態

は
。 

答
（
大
橋
副
市
長
）
：
相
談
件
数
は
、

経
済
情
勢
を
反
映
し
、
昨
年
12
月
か

ら
急
増
し
た
。
相
談
の
主
な
内
容
は
、

制
度
に
つ
い
て
の
質
問
や
職
場
を
解

雇
さ
れ
た
就
職
相
談
、
寮
な
ど
を
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
居
住
先
の
確
保

相
談
が
目
立
っ
た
。
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● 一般質問

阿
部
博
美
議
員
（
グ
ル
ー
プ
光
輝
）

問
：
不
妊
治
療
に
関
す
る
相
談
の
現
状

と
内
容
、
及
び
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
大
橋
副
市
長
）
：
不
妊
治
療
に
関

す
る
相
談
は
、
身
体
的
・
精
神
的
な

苦
痛
や
、
経
済
的
負
担
、
医
学
的
な

情
報
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。
当
市

の
平
成
20
年
度
の
相
談
件
数
は
、
15

件
で
、
そ
の
全
て
が
不
妊
治
療
費
の

助
成
に
関
す
る
こ
と
。
現
在
、
補
助

金
交
付
要
綱
に
よ
り
、
夫
婦
が
不
妊

治
療
を
受
け
る
際
、
そ
の
一
部
を
助

成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。
助
成
件
数
は
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。

問
：
不
妊
治
療
に
対
し
て
事
業
主
に
理

解
を
促
す
取
り
組
み
、
啓
発
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
（
大
橋
副
市
長
）
：
不
妊
治
療
は
職

場
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
。
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
保

つ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

着
目
し
た
啓
発
資
料
の
作
成
を
は
じ

め
、
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
活
用
し
、
事
業
所
や
市
民
に

向
け
て
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

問
：
相
談
窓
口
の
充
実
及
び
不
妊
治
療

費
助
成
の
充
実
と
拡
大
が
必
須
と
考

え
る
が
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
相
談
体
制
を
広
く

周
知
す
る
た
め
、市
の
広
報
紙
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
用
や
、
産
科
、

婦
人
科
な
ど
、
市
内
の
医
療
機
関
の

協
力
を
得
て
、
情
報
の
発
信
に
取
り

組
む
。
現
行
の
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
に
関
し
て
は
、
所
得
制
限
、
治
療

対
象
、
助
成
回
数
及
び
助
成
金
額
な

ど
、
全
面
的
に
見
直
し
を
検
討
し
て

い
く
。
一
般
不
妊
治
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
そ
の
見
直
し
の
中
で
検

討
す
る
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て（
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
）

塩
生
勇
一
議
員
（
グ
ル
ー
プ
光
輝
）

問
：
日
光
市
は
国
際
観
光
都
市
と
し
て
、

鉄
道
を
利
用
し
て
来
ら
れ
た
旅
行
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
観
光
客

に
や
さ
し
い
二
次
交
通
の
整
備
、
充

実
を
早
急
に
推
進
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
今
年
度
ス
タ
ー
ト

し
た
「
日
光
観
光
圏
整
備
事
業
」
に

お
い
て
、「
二
次
交
通
の
充
実
」
を
、

「
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・
向
上
」「
観

光
資
源
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
・
提
供
」「
情
報
提
供
の
充
実
強
化
」

と
合
わ
せ
、
４
本
柱
の
ひ
と
つ
と
位

置
付
け
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、
市
、
観
光
協
会
、
交

通
事
業
者
等
に
よ
る
検
討
会
を
設
置

し
、
地
域
を
結
ぶ
バ
ス
の
観
光
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
運
行
や
、
各
温
泉
地
を

周
遊
す
る
運
行
を
検
討
す
る
。

問
：
鉄
道
を
利
用
し
、
駅
を
拠
点
と
し

た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
課

題
と
考
え
る
。
駅
か
ら
の
ハ
イ
キ
ン

グ
事
業
な
ど
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
鉄
道
駅
か
ら
の

ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
現
在
、
主
に
鉄

道
会
社
の
企
画
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

昨
年
度
は
、
14
回
の
開
催
に
約
３
，

２
０
０
人
が
参
加
し
て
い
る
。
今
後
、

鉄
道
会
社
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連

携
の
う
え
、
地
域
の
方
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
積
極
的
に
事
業
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問
：
保
護
申
請
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
大
橋
副
市
長
）
：
平
成
20
年
度
の

相
談
件
数
232
件
の
う
ち
、
97
件
は
申

請
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
窓
口

の
職
員
で
対
応
で
き
る
も
の
は
、
解

決
方
法
を
示
し
、
専
門
的
な
内
容
は
、

弁
護
士
や
司
法
書
士
の
紹
介
、
あ
る

い
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
同
行
し
手
続

き
を
促
し
た
。

問
：
相
談
者
の
立
場
に
立
ち
、
相
談
者

の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
よ
う
な
職

員
体
制
は
充
分
な
の
か
。

答
（
大
橋
副
市
長
）
：
年
度
当
初
の

被
保
護
世
帯
数
は
、
534
世
帯
。
現
在
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
８
人
配
置
、
職

員
体
制
は
充
足
し
て
い
る
。

問
：
生
活
全
て
の
分
野
に
精
通
す
る
仕

事
を
し
、
一
番
人
間
性
が
求
め
ら
れ

る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
資
質
の
向
上

に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
に
つ
い
て

伺
う
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
職
員
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
大
事
。
そ
の

中
で
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
資
質
は
大

事
で
あ
る
。

問
：
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
な

ど
を
処
理
す
る
「
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
制
度
」
の
提
案
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
将
来
的
な
課
題
と

し
て
、
検
討
す
る
時
期
が
来
れ
ば
、

検
討
す
る
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
母
子
世
帯
等
へ
の
支
援
強
化
に
つ
い

て
○
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
「
公
園
」

づ
く
り
に
つ
い
て

手
塚
雅
己
議
員
（
清
流
）

問
：
環
境
省
日
光
自
然
環
境
事
務
所
の

一
昨
年
の
調
査
で
は
、
戦
場
ヶ
原
と

そ
の
周
辺
で
32
種
類
の
外
来
植
物
の

侵
入
を
確
認
し
た
。
こ
の
半
数
の
16

種
類
は
、
30
年
前
の
１
９
７
８
年
の

調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
外
来
植
物
の
脅
威
に
つ
い
て

ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

奥
日
光
に
お
い
て
外
来
植
物
の
繁
殖

状
況
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
阿
部
副
市
長
）
：
外
来
植
物
の
繁

殖
は
地
域
の
自
然
環
境
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
生
物
多
様
性
を
脅
か
す

よ
う
な
侵
略
性
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
環
境
省
日
光
自
然
環
境
事
務

所
が
作
成
し
た
「
戦
場
ヶ
原
湿
原

保
全
対
策
実
施
計
画
検
討
業
務
報
告

書
」
に
よ
れ
ば
、
自
然
観
察
路
、
道

路
沿
い
の
調
査
ル
ー
ト
に
32
種
の
外

来
植
物
を
確
認
し
て
い
る
。

問
：
外
来
植
物
対
策
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
か
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
か
。

答
（
阿
部
副
市
長
）
：
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
は
、（
財
）
自
然
公
園
財
団

日
光
支
部
や
環
境
省
な
ど
と
と
も

に
「
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
等
除
去
作

戦
実
行
委
員
会
」
に
参
画
し
、
毎
年

８
月
に
除
去
作
戦
を
実
施
し
て
い
る
。

コ
カ
ナ
ダ
モ
は
、
平
成
10
年
か
ら
人

力
刈
り
取
り
は
19
回
、
機
械
刈
り
取

り
は
７
回
、
環
境
省
や
県
が
参
画
し

て
い
る
「
奥
日
光
清
流
清
湖
保
全
協

議
会
」
が
主
体
と
な
り
、
地
元
中
宮

祠
・
湯
元
自
治
会
等
の
協
力
を
得
な

が
ら
除
去
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ハ

ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
は
、
５
月
下
旬

に
環
境
省
と
同
省
が
委
嘱
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
及
び
県
職
員
に
よ
り
、
６

月
上
旬
に
地
元
中ち

ゅ
う
ぐ
う
し

宮
祠
自
治
会
と
当

市
に
お
い
て
除
去
作
業
を
行
っ
た
。

環
境
省
や
県
な
ど
と
さ
ら
に
連
携
を

深
め
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
除
去

作
業
を
実
施
し
、
戦
場
ヶ
原
湿
原
内

へ
の
外
来
植
物
の
侵
入
を
食
い
止
め

て
い
く
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
財
政
運
営
に
つ
い
て

○
地
域
の
声
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

高
橋
正
直
議
員
（
グ
ル
ー
プ
光
輝
）

問
：
日
光
地
域
の
霧き

り
ふ
り
こ
う
げ
ん

降
高
原
リ
フ
ト
事

業
、
藤
原
地
域
の
地
域
再
生
事
業
、

栗
山
地
域
の
温
泉
給
湯
事
業
に
つ
い

て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。
ま
た
経
費
の
削
減
を
念
頭

に
お
い
て
、
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。 

答
（
日
光
総
合
支
所
長
）
：
霧
降
高
原

リ
フ
ト
事
業
は
、
施
設
の
老
朽
化
や 日光地域を走る巡回バス

一

般

質

問

一

般

質

問

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

全
面
見
直
し
を

周
遊
バ
ス(

二
次
交
通)

と

駅
を
拠
点
と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ

オオハンゴンソウ除去作業の様子

財
政
再
建
に
係
る

事
業
の
考
え
方

　

生
活
保
護
行
政

外
来
植
物
か
ら

日
光
の
湿
原
を
守
れ



中
川
恒
男
議
員
（
グ
ル
ー
プ
光
輝
）

問
：
国
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消

に
向
け
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
目

標
と
し
て
、
２
０
１
０
年
度
ま
で
に

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域
を
目
指

し
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
で
500
億

円
余
の
予
算
を
計
上
し
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
情
報
基
盤
の
整
備
を
支

援
し
地
域
間
の
情
報
格
差
を
是
正
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
生
活

の
向
上
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化

を
推
進
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
当
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
斎
藤
市
長
）
：
市
内
の
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
世
帯
カ
バ
ー
率
は
、
平
成

21
年
３
月
末
現
在
、
88.3
％
、
特
に
光

フ
ァ
イ
バ
の
カ
バ
ー
率
は
、
62.0
％
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
経
済
危
機
対
策

に
対
応
し
た
補
正
予
算
に
よ
り
、「
地

域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付

金
」
に
加
え
、
新
た
に
「
地
域
活
性

化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」
制
度

が
創
設
さ
れ
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
未

普
及
地
域
を
解
消
し
、
地
域
情
報
化

の
基
盤
を
整
備
す
る
好
機
と
と
ら
え
、

補
正
予
算
を
計
上
し
た
。
今
後
、国
・

県
と
調
整
を
図
り
、
今
回
の
経
済
危

機
対
策
を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
や

で
は
666
台
、
合
わ
せ
て
920
台
で
あ
る
。

う
ち
、
23
台
が
地
デ
ジ
に
対
応
し
、

897
台
が
地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
入
れ
替
え
は
、
本
庁
舎

及
び
各
総
合
支
所
等
の
公
共
施
設
に

お
い
て
は
、
比
較
的
新
し
い
テ
レ
ビ

は
、
外
付
け
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

で
対
応
し
、
老
朽
化
の
著
し
い
テ
レ

ビ
は
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
臓

テ
レ
ビ
の
購
入
に
よ
り
整
備
し
て
い

く
。
ま
た
、
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

更
新
に
よ
る
整
備
を
基
本
と
し
、
必

要
な
教
室
へ
の
設
置
に
努
め
る
。
な

お
、
実
施
時
期
は
、
今
回
の
国
の
補

正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
「
学

校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事
業
費

補
助
金
」
及
び
、
「
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」
を
財

源
と
し
て
見
込
み
、
９
月
以
降
、
補

正
予
算
に
計
上
し
、
順
次
整
備
し
て

い
く
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
雇
用
創
出
対
策
に
つ
い
て

○
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

○
介
護
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
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● 一般質問

経
営
の
悪
化
な
ど
か
ら
リ
フ
ト
運
行

を
廃
止
し
、
霧
降
高
原
地
区
の
環
境

保
全
と
キ
ス
ゲ
を
中
心
と
し
た
高
山

植
物
等
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想
を
、

本
年
８
月
を
目
途
に
作
成
す
る
。
平

成
22
年
度
に
は
、
営
業
を
継
続
し
な

が
ら
整
備
を
行
い
、
年
度
末
を
も
っ

て
リ
フ
ト
運
行
を
廃
止
し
、
平
成
23

年
度
か
ら
の
新
た
な
公
園
事
業
の
展

開
を
目
指
す
。
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
安
全
対
策
、
経
費
削
減
、
誘
客

促
進
に
努
め
、
経
営
の
健
全
化
に
つ

な
げ
て
い
く
。

答
（
藤
原
総
合
支
所
長
）
：
藤
原
地
区

地
域
再
生
事
業
の
計
画
は
、
本
年
度

末
ま
で
で
完
了
す
る
見
込
み
。
平
成

22
年
度
以
降
は
、
施
設
の
有
効
活
用
、

観
光
宣
伝
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
実

施
す
る
。
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

市
民
や
観
光
関
係
団
体
の
理
解
の
も

と
、
地
域
が
で
き
る
軽
易
な
も
の
は

地
域
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
。

答
（
栗
山
総
合
支
所
長
）
：
温
泉
給
湯

事
業
は
、
特
別
会
計
に
よ
り
現
在
、

７
地
区
270
軒
に
給
湯
を
行
っ
て
い
る

が
、
経
営
は
厳
し
く
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

現
状
。
維
持
管
理
は
、
経
費
節
減
に

努
め
る
と
と
も
に
、
経
営
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、
料
金
等
の
改
定
も
含

め
、
今
後
の
方
針
を
決
定
し
て
い
く
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て

○
地
域
審
議
会
に
対
す
る
市
の
考
え
に

つ
い
て

生
井
一
郎
議
員
（
グ
ル
ー
プ
光
輝
）

問
：
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

出
生
率
の
向
上
を
さ
せ
な
い
と
、
労

働
人
口
の
減
少
、
税
収
の
減
収
や
社

会
保
障
負
担
の
増
加
な
ど
の
様
々
な

問
題
を
引
き
起
こ
す
。
少
子
化
対
策

を
担
う
組
織
横
断
的
な
調
整
機
能
を

併
せ
持
っ
た
実
効
性
の
あ
る
市
の
組

織
の
構
築
が
必
要
と
思
う
が
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
子
育
て
環
境
の
強
化
を
図

る
た
め
、
事
務
の
本
庁
集
約
化
、
給

付
事
務
の
一
元
化
な
ど
を
行
っ
た
。

新
た
な
少
子
化
対
策
担
当
部
署
の
新

設
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

の
第
２
期
組
織
機
構
改
革
計
画
の
策

定
の
中
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
総
合

的
に
調
査
し
て
い
く
。

問
：
少
子
化
の
要
因
の
一
つ
に
未
婚
化
、

晩
婚
化
が
増
え
た
こ
と
は
統
計
上
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
結
婚
対
策
を

ど
う
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を

と
っ
て
い
る
か
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
当
市
の
、
30
代
、

40
代
の
方
の
未
婚
率
は
、
平
成
12
年

時
点
で
18.8
％
で
あ
っ
た
が
、
平
成
17

年
時
点
で
23.6
％
と
上
昇
し
て
い
る
。

様
々
な
角
度
か
ら
総
合
的
に
結
婚
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

独
自
の
方
策
と
し
て
「
と
ち
ぎ
未
来

ク
ラ
ブ
」
と
連
携
し
、
日
光
市
内
で

開
催
す
る
出
会
い
の
場
創
出
イ
ベ
ン

ト
を
市
広
報
で
周
知
し
て
い
く
。
ま

た
、
少
子
化
問
題
を
結
婚
と
い
う
視

点
か
ら
考
え
て
い
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者
会
な
ど

と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

藤
井
豊
議
員
（
日
本
共
産
党
）

問
：
県
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案

の
日
光
市
民
の
医
療
・
福
祉
・
教
育

分
野
に
対
す
る
影
響
と
市
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。
こ
ど
も
医
療
費
補
助

金
、
妊
産
婦
医
療
費
補
助
金
に
所
得

制
限
。
私
立
幼
稚
園
の
経
常
経
費
に

対
す
る
助
成
廃
止
。
認
可
外
保
育
施

設
に
係
る
民
間
育
児
サ
ー
ビ
ス
対
策

事
業
費
補
助
金
の
廃
止
。
小
中
学
校

教
職
員
の
定
期
健
康
診
断
助
成
を
市

の
負
担
と
す
る
事
業
見
直
し
に
対
す

る
考
え
方
は
。

答
（
大
橋
副
市
長
）
：
「
と
ち
ぎ
未
来

開
拓
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
こ
ど
も

医
療
費
補
助
金
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
、
児
童
手
当
特
例
給
付
の
所
得
制

限
制
度
に
準
拠
し
た
所
得
制
限
を
設

け
る
と
と
も
に
、
入
院
時
食
事
療
育

費
助
成
を
廃
止
す
る
一
方
で
、
助
成

対
象
年
齢
が
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡

充
さ
れ
る
。
妊
産
婦
医
療
費
補
助
金

は
、
こ
ど
も
医
療
費
補
助
金
と
同
様

に
、
平
成
22
年
度
か
ら
所
得
制
限
が

導
入
さ
れ
る
。

　
　

当
市
に
お
い
て
は
、
所
得
制
限
等

を
設
け
ず
に
現
行
の
助
成
制
度
を
継

続
し
て
い
く
。
私
立
幼
稚
園
の
経
常

鬼
きぬたていわおおつりはし

怒楯岩大吊橋

経
費
に
対
す
る
助
成
も
、
平
成
22
年

度
か
ら
廃
止
、
今
後
、
県
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
認
可
外
保
育
施
設

に
係
る
民
間
育
児
サ
ー
ビ
ス
対
策
事

業
費
補
助
金
の
廃
止
に
伴
う
影
響

は
、
現
時
点
で
は
な
い
が
、
子
育

て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
注
視
し

な
が
ら
対
応
し
た
い
。
小
中
学
校
教

職
員
の
定
期
健
康
診
断
助
成
事
業
は
、

県
立
学
校
職
員
と
の
均
衡
や
公
立
学

校
共
済
組
合
の
あ
り
方
と
も
関
連
す

る
の
で
、
今
後
の
県
の
判
断
を
見
守

る
。
県
財
政
は
厳
し
い
、
市
と
し
て

助
成
す
べ
き
も
の
は
、
財
政
状
況
な

り
、
推
移
を
見
て
対
応
す
る
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
足
尾
地
域
活
性
化
支
援
策
に
つ
い
て

○
ぜ
ん
息
医
療
費
無
料
化
制
度
に
つ
い

　

て

事
業
者
の
方
々
が
、
必
要
な
情
報
を
、

必
要
な
時
に
、
必
要
な
と
こ
ろ
で
活

用
で
き
る
環
境
を
構
築
し
、
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
地
域
の
情
報
化
、

活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
整

備
を
行
う
。

　
（
そ
の
外
の
質
問
）

○
湯
西
川
ダ
ム
水
没
者
移
転
代
替
地
の

固
定
資
産
評
価
替
に
つ
い
て

落
合
美
津
子
議
員
（
公
明
市
民
ク
ラ
ブ
）

問
：
２
０
１
１
年
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
開
始
ま
で
に
様
々
な
準
備
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
公
立
保
育
園
や

小
・
中
学
校
・
公
民
館
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
計
画
の
も
と
地
デ
ジ
対
応

を
進
め
て
い
く
の
か
。
現
在
の
台
数

と
、
入
替
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
総
務
部
長
）
：
公
共
施
設
の
テ
レ

ビ
設
置
状
況
は
、
本
庁
舎
及
び
各
総

合
支
所
等
全
体
で
254
台
、
小
中
学
校

一

般

質

問

一

般

質

問

結
婚
対
策
の
現
状
と
方
策

県
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

試
案
の
市
民
へ
の
影
響
と

市
の
対
応
は

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

未
普
及
地
域
解
消
へ

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
の

入
替
計
画
は

認可外の保育施設「きらきら保育園」



議
所
等
と
、
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い

て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
意

見
の
中
に
は
、
中
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
市
の
経

済
の
発
展
や
観
光
振
興
に
つ
な
が
る

貴
重
な
意
見
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら

の
意
見
を
精
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

地
域
活
性
化
や
緊
急
経
済
対
策
に
結

び
つ
く
も
の
に
つ
い
て
市
に
提
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
の
意
見
交
換
会

を
通
じ
市
民
の
意
見
の
中
に
素
晴
ら

し
い
政
策
が
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。
今
後
も
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ま

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
様
々
な
課
題

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

他
に
も
日
光
和
楽
踊
り
の
中
止
の

報
を
受
け
、「
和
楽
踊
り
は
日
光
の
伝

統
的
な
行
事
で
あ
り
、
県
を
代
表
す

る
祭
り
の
一
つ
。
そ
の
灯
を
消
さ
ぬ

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
当
委
員

会
に
お
い
て
、
市
に
存
続
を
提
言
し
、

６
月
定
例
会
で
補
正
予
算
が
提
出
さ

れ
、
代
替
イ
ベン
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
市
政
振
興
に
係
わ
る

所
管
の
三
項
目
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
泉せ

ん
な
ん
し

南
市
に
お
い
て
、
地
域
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総
務
常
任
委
員
会
は
、
４
月
21
日

（
火
）
神
奈
川
県
秦は

だ
の
し

野
市
に
「
債
権
の

管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
の

現
地
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
の
秦
野
市
の
収
入
未

済
額
は
、
約
54
億
円
で
歳
入
調
定
総

額
の
6.3
％
に
上
り
、
現
在
の
日
光
市

と
同
率
で
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

景
気
低
迷
に
よ
る
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ

な
ど
で
過
大
な
借
金
や
ロ
ー
ン
に
追

わ
れ
て
い
る
人
、
行
方
不
明
や
多
重

債
務
に
よ
る
生
活
困
窮
者
が
増
え
た

こ
と
や
、
不
正
規
雇
用
の
増
加
に
よ

る
低
所
得
者
層
の
増
加
・
モ
ラ
ル
の

低
下
に
よ
り
滞
納
者
が
増
え
て
し
ま

う
と
い
う
日
光
市
に
も
共
通
の
課
題

で
す
。

　

法
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
「
執

行
停
止
・
徴
収
停
止
」
を
積
極
的
に

行
わ
な
い
と
「
塩
漬
け
」
の
滞
納
が

増
え
、
滞
納
者
が
破
産
し
た
後
も
催

告
を
続
け
る
と
い
う
不
効
率
も
発
生

し
ま
す
。
時
効
の
中
断
を
優
先
し
少

額
分
納
や
納
付
誓
約
書
を
提
出
さ
せ

て
も
、
納
付
額
が
税
額
に
及
ば
な
い

金
額
で
あ
っ
た
り
、
誓
約
不
履
行
に

な
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
非
効
率
を
改
善
す
る
た

め
、
秦
野
市
で
は
平
成
20
年
２
月
よ

り
「
秦
野
市
債
権
の
管
理
に
関
す
る

条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
①
金
銭

債
権
を
「
市
税
の
滞
納
処
分
の
例
に

よ
り
徴
収
す
る
債
権
」「
そ
の
他
公
法

上
の
債
権
」「
私
法
上
の
債
権
」
の
３

区
分
に
規
定
。
②
滞
納
者
に
関
す
る

市
税
情
報
と
税
外
収
入
情
報
を
相
互

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
③
「
即

時
消
滅
」
と
い
う
従
来
の
徴
収
停
止

制
度
の
ほ
か
に
「
徴
収
停
止
期
間
」

を
設
け
て
運
用
し
や
す
く
し
た
。
な

ど
の
特
徴
を
持
ち
ま
す
。
条
例
の
裏

打
ち
に
よ
っ
て
、
市
の
債
権
を
効
率

的
に
処
理
す
る
こ
と
は
、
巡
り
め
ぐ
っ

て
市
民
全
体
の
福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

収
入
未
済
金
の
取
り
立
て
、
差
し

押
さ
え
、
公
売
な
ど
未
納
者
に
対
し債権管理条例について（秦

は だ の し
野市にて）

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う

な
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
づ
く
り

の
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要

と
思
わ
れ
、
今
後
も
さ
ら
に
調
査
・

研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
世
界
的
な
金
融
危
機
の
影

響
に
よ
り
国
内
で
も
未み

ぞ

う
曾
有
の
危
機

に
直
面
し
、
雇
用
の
悪
化
、
設
備
投

資
や
個
人
消
費
の
低
迷
な
ど
深
刻
な

状
況
に
見
舞
わ
れ
、
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
光
市
に
お
い
て
も
例
外
で
な
く
、

経
済
、
雇
用
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
か
ん
が
み
当
委

員
会
は
、
市
内
商
工
団
体
や
青
年
会

商
店
の
活
性
化
を
目
指
し
た
取
り
組

み
で
あ
る
「
一
店
逸
品
発
掘
・
創
出

事
業
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
大
規
模
複
合
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
市
内
に

オ
ー
プ
ン
し
、
危
機
感
を
感
じ
た
地

元
商
業
者
が
一
致
団
結
し
、
様
々
な

ア
イ
デ
ア
を
提
起
し
、
各
店
舗
の
他

に
は
な
い
逸
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
掘
り

起
こ
し
、
市
内
外
の
人
々
に
発
信
、

提
供
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

地
元
商
業
者
・
婦
人
団
体
協
議
会
・

商
工
会
・
市
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

「
逸
品
認
定
委
員
会
」
を
年
一
回
開
催

し
、
他
店
に
は
な
い
優
れ
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
発
掘
・
創
出
し
認
定
し

て
い
ま
す
。
認
定
し
た
店
舗
の
情
報

を
一
店
舗
ず
つ
写
真
入
り
で
掲
載
し
、

新
聞
折
込
で
の
配
布
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
市
内
・

市
外
か
ら
の
来
客
が
増
え
、
売
り
上

げ
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
、
ま
た
共

同
に
よ
る
売
出
し
な
ど
新
し
い
経
営

戦
略
も
生
ま
れ
、
事
業
の
成
果
が
現

れ
て
い
ま
す
。
日
光
市
に
お
い
て
も
、

地
元
商
業
者
が
中
心
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
市
が
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

商
業
者
の
意
識
改
革
や
消
費
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の
政

策
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
伊い

せ

し
勢
市
に
お
い
て
、「
伊
勢

志
摩
地
域
観
光
整
備
計
画
」
に
つ
い

て
、
視
察
を
行
い
ま
し
た
。「
お
伊

勢
参
り
」
で
栄
え
た
伊
勢
志
摩
地
域

は
、
三
重
県
観
光
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

観
光
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
現
在
も
、「
伊
勢
神
宮
」「
美
し

い
自
然
」「
豊
か
な
食
文
化
」
を
目
的

に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
域
で

す
。「
伊
勢
志
摩
地
域
観
光
整
備
計
画
」

は
三
重
県
伊い

せ

し
勢
市
・
鳥と

ば

し
羽
市
・
志し

ま摩

市し

・
南み

な
み
い
せ
ち
ょ
う

伊
勢
町
の
三
市
一
町
が
、
観

光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
客
の
来
訪

及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
と
し
て
、
今
後
も
持
続
可
能

な
観
光
地
で
あ
る
に
は
、
多
様
化
し

た
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

個
々
の
地
域
の
「
点
」
の
取
り
組
み

を
充
実
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
「
点
」

を
「
面
」
と
し
て
展
開
し
伊
勢
志
摩

総
務
常
任
員
会

て
厳
し
い
印
象
を
受
け
る
滞
納
整
理

と
い
う
仕
事
は
、
誰
し
も
敬
遠
し
た

く
な
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
が
、「
サ

ラ
金
の
過
払
金
債
権
を
差
し
押
さ
え

て
多
重
債
務
の
市
民
に
感
謝
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
の
で
す
よ
。」
と
語
る
担

当
課
長
は
、
市
民
の
幸
福
を
心
か
ら

願
う
心
や
さ
し
い
行
政
マ
ン
で
し
た
。

「
仕
事
は
人
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を

改
め
て
か
み
し
め
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
医
療
費
削
減
（
健

康
対
策
）
を
テ
ー
マ
に
、
当
市
の
現

状
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
市
の
、
平
成
20
年
度
国
民
健
康

保
険
の
１
人
当
り
の
保
険
者
負
担
額

は
約
19
万
円
で
、
県
内
平
均
約
18
万

円
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
総
医
療
費
に
対
す
る
生
活
習
慣

病
の
占
め
る
割
合
は
４
２
・
１
３
％

で
、
県
内
で
も
５
番
目
と
高
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
定

健
康
診
査
や
特
定
保
健
指
導
等
を
行

い
医
療
費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
光
市
健
康
に
っ
こ
う
21

計
画
」
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
健

康
長
寿
の
延
伸
と
壮
年
期
死
亡
の
減

少
を
基
本
目
標
と
位
置
づ
け
事
業
展

開
を
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に
応
じ
B
C
G
、

ポ
リ
オ
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

接
種
費
等
の
助
成
を
行
う
各
種
予
防

接
種
事
業
や
、
結
核
健
診
、
が
ん
検

診
を
実
施
し
、
さ
ら
に
結
果
報
告
会

を
行
い
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
加
え
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る

成
人
健
康
診
査
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
成
人
病
健
康
診
査
事

業
や
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
新
た

に
「
こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
事
業
」

を
実
施
し
、
高
齢
化
集
落
に
お
け
る

巡
回
相
談
事
業
を
行
い
、
疾
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
、
生
活
習
慣
の

改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
当
委
員
会
で

は
、
す
べ
て
の
市
民
が
い
つ
ま
で
も

観
光
経
済
教
育
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
活
動
報
告

常
任
委
員
会
活
動
報
告

常任委員会活動報告常任委員会活動報告

民
生
環
境
常
任
委
員
会

自分らしい生活がおくれるように
　　筋力の維持促進をはかります（はつらつ教室）

緊急経済対策等について
（商工関係団体等との意見交換会）

一店逸品発掘創出事業について
（泉

せんなんし
南市にて）

 

《
委
員
会
視
察
》



務
事
業
調
査
の
一
環
と
し
て
、
推
移

を
見
守
り
な
が
ら
、
事
業
の
充
実
に

つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
く
所
存
で

す
。

〔
そ
の
外
の
調
査
内
容
〕

○
岐
阜
県
各か

か
み
が
は
ら
し

務
原
市
・
・
・「
学
校
経

営
振
興
事
業
」
に
つ
い
て

　

当
委
員
会
で
は
、
４
月
６
日
に
日

光
市
建
設
業
組
合
（
柴
田
組
合
長
）、

６
月
１
日
に
日
光
地
区
土
地
利
用
研

究
会
（
高
野
会
長
）
の
方
々
と
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
７

月
に
は
日
光
市
管
工
事
協
同
組
合
（
鮫

島
代
表
理
事
）
の
方
々
と
の
懇
談
会

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
懇
談
会
の
実
施
に

あ
た
り
、
日
光
市
民
の
誰
も
が
安
全
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地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

何
度
で
も
来
た
く
な
る
、
そ
し
て
ず
っ

と
楽
し
め
る
周
遊
型
・
滞
在
型
の
観

光
地
と
な
る
事
を
目
指
し
、
平
成
20

年
10
月
に
国
土
交
通
省
よ
り
「
観
光

圏
」
の
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。
認

可
を
受
け
て
間
も
な
い
事
か
ら
、
事

業
の
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
の
検
証

は
行
っ
て
い
な
い
と
の
事
で
す
が
、

２
年
前
か
ら
伊
勢
志
摩
地
域
で
は
、

自
ら
の
地
域
が
主
体
的
に
立
案
す
る

た
め
、（
社
）
伊
勢
志
摩
観
光
コ
ン
べ

ン
シ
ョ
ン
機
構
が
中
心
と
な
り
、
観

光
圏
事
業
の
骨
格
と
な
る
伊
勢
志
摩

観
光
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
お
り
、

こ
の
中
で
観
光
圏
内
の
二
次
交
通
も
、

一
日
千
円
・
二
日
間
一
，
六
〇
〇
円
で

乗
り
放
題
の
観
光
地
を
め
ぐ
る
「
キ
ャ

ン
バ
ス
」
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
光
市
で
も
４
月
に
、「
観
光
圏
」
の

認
可
を
受
け
、
日
光
観
光
圏
整
備
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

旧
市
町
村
の
持
つ
地
域
固
有
の
自
然
・

歴
史
文
化
の
観
光
資
源
に
磨
き
を
か

け
、
相
互
に
連
携
す
る
仕
組
み
づ
く

り
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
日
光
市
の
魅
力
を
伝
え
、
質

の
高
い
観
光
地
を
目
指
す
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
と
、
視
察
を
通
し
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
常
任
委
員
会
の
所
管
事

市道管理のあり方等について
（日光市建設業組合との意見交換会）

建
設
水
道
常
任
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員
会

常
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委
員
会
活
動
報
告

特
別
委
員
会
活
動
報
告

常任委員会活動報告常任委員会活動報告

　地域経済活性化対策調査特別委員会は、「温泉地再生」「中心市街地の活性化」日光市経済を
活性化するための方策を調査研究しております。
　4月22日・24日は「高齢化集落対策」についての調査・研究を行うため、横川自治公民館での
三依地区自治会連合会との意見交換と土呂部地区視察、足尾原体育館での足尾地域南部地区の市
民との意見交換と周辺視察を実施しました。
　地上波デジタル放送移行に対する不安や携帯電話不感地区を抱える不便さ、耕作放棄地の増加、
地域医療の問題、祭りなど地域行事衰退の現状など市民の暮らしにかかわる話しを直接お聞きし
ました。特にサル・鹿・猪による農作物への食害は各地域共通の悩みであり、これは地域の死活
問題。市をあげて取り組むべき問題だと感じました。今後、
関係団体と話し合いを密にし、解決の方向性を見出したい
と考えています。
　市内には、65歳以上の方が半数を超える「高齢化集落」
といわれる地区が多くあります。これらの地区にお住まい
の市民の暮らしを支えていくことは、われわれの義務であ
ると考えています。皆様のご意見をもとにさらに調査研究
を進めて、日光市の地域経済活性化・市民生活の向上につ
ながる提言をまとめて参ります。

ばんしょう

　５月11日に「戦場ヶ原の保全について」、環境省関東地方環境事務所日光自然環境事務所の番匠所
長から、戦場ヶ原における外来植物の現状と対策等についての説明を受けました。委員からは、
戦場ヶ原を脅かす外来植物の繁殖防止や、湿原の乾燥化を阻止するため、より積極的な対応を求
める意見が出されました。
　また、５月19日には、「湯ノ湖の現状と保全について」、国立環境研究所・東京大学院高村典
子教授を招き、地元の自然公園指導員の赤坂毅氏、伊藤誠氏の案内で湯ノ湖周辺の現地調査をし、
その後、意見の交換を行いました。伊藤氏からは、「下水道の処理水を湖に入れずに、中禅寺湖
の下流までパイプラインを整備し、湯ノ湖と中禅寺湖の水系を守ってほしい。」との意見が出さ

れ、高村教授からは、「自然は次の世代に残していくと
いう、長期的な視点が必要である。地元でも調査や活動
を行い声を大きくしていけば、要望等も受け入れられや
すくなる。」とのアドバイスをいただきました。
　当委員会としても、人為的な汚濁が湯ノ湖や中禅寺湖
に影響を及ぼしているという現状を、より多くの人に
知ってもらう活動を進め、国や県への働きかけを強めて
いくことを確認しました。

地域経済活性化対策調査特別委員会

みより ど　ろ　ぶ

高村典子教授、地元関係者との現地調査（湯ノ湖周辺）

高齢化集落について（足尾南部地区との意見交換会の様子）
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　育児で忙しい方にも傍聴できるよう託児機能を整
備しました。
　一般質問では、医療や教育といった子育て世代の
方にもかかわりが深い、身近な問題について話し合
いが行われています。
　一般質問は９月11日、14日、16日に行われる予
定ですが、傍聴を希望する方は、８月28日以降、
議会ホームページにて詳細な日程及び質問事項を公
開しますのでご確認のうえ、申し込んでください。
■申し込み期限…
　一般質問傍聴希望日の３日前

■申し込み手続き…
・傍聴を希望する方は、傍聴日・傍聴したい議員
名・住所・氏名・幼児年齢・電話番号等を電話、
FAX、メール等でお知らせください。
■申し込み及び問い合わせ…
　日光市議会事務局
　　TEL 0288－21－5140
　　FAX 0288－21－5141
　メールアドレス
　　gijika@city.nikko.lg.jp

託児室の様子

お
子
さ
ん
を
連
れ
て
議
会

を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か



議会情報 議会傍聴者アンケート議会傍聴者アンケート

　昨年の９月定例会、12月定例会、今年の２月定例会の一般質問において議会傍聴者を対象に
おこなったアンケート結果について紹介します。延べ89人の皆さんにご協力いただきました。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

40代（4％）

その他（4％）

★一般質問や議会に関するご意見を多数いただきました。その中の一部を掲載させていただきます。

【結果を踏まえ議会広報の取り組み】

●傍聴に参加してみると、議会の内容、議員の姿勢、行政
側の態度等をよく見ることができ、とても勉強になりま
す。開かれた議会を希望しています。住み良いまちづく
りのためにもたくさんの人が傍聴にこられるよう希望
します。
　
●耳が少し悪いので聞きにくいのが残念。このような機
会に多くの市民に傍聴してもらって、より良い社会にな
るよう希望します。
　
●質問や答弁が早口でわかりにくかった。
　
●市民がもっと市政に関心を持つべきだと思います。議
員もいろいろなことを市民のために考えていることに
うれしく思いました。機会があればまた足を運びたい
と思います。
　
●子どもがいるため、学校教育や医療費の無料化などに
興味がありました。財政難といっておりますが、日光市
の子ども達のために何とかしてほしいと思います。
　
●今までは傍聴の機会もなく、さらには興味もなかった
為、傍聴したことはありませんでした。今日初めて傍聴
し大変勉強になりました。
　
●初めての体験だったので面白かった。答弁が答弁書の

読み上げなので、資料を持っていない傍聴者には理解
しにくい部分が多々ありました。
　
●よい体験をさせていただきました。２人の子供をもつ
母ですが、やはり興味のある議題は子育てに関するも
の。子供を託児してくれる場所さえあれば、また傍聴に
来たいと思います。ただ、子供が０歳と小さいので泣い
ていないか内心不安で途中見に行ってしまいました。
　
●議会の方も行政についてもっと勉強したうえで質問す
ると良いのではないでしょうか。自分の要求だけを述
べるだけではいけないと思います。答弁する行政側に
女性が少なすぎるように感じます。男女平等社会の実
現が遠く思えます。
　
●子育て中なので朝ニュースを見る時間がありません。そ
の中で議会を傍聴できるのも託児サービスがあるおか
げだと思っています。保育士もベテランの方がいるの
で安心して預けて日光市の行政について耳を傾けるこ
とができました。
　
●答弁が文章を読むだけで理解しにくく、内容も具体性
に欠けていると思います。また、ある議員の質問事項
について、地域の代表であるという自覚を持って質問
をすべきではないかと思います。

　市議会に対する市民のみなさまの関心や評価はまだまだ高いとはいえないと思われます｡みな
さまのご理解を深めるためには､議会がどのような活動をしているのかをわかりやすく伝える必
要があります。これまでも、子育て中のみなさんに議会を傍聴する機会を設けるため、一般質
問の内容を具体的にお知らせするなどの取り組みを行ってきましたが、さらに本会議の傍聴や
委員会が直接みなさまの声を伺うなど、市議会を理解していただけるよう積極的に取り組んで
いきたいと思います。そしてみなさんに議会が身近なものと感じていただけるよう「開かれた
議会の具体的な姿」を目指してまいります。
　今回、多くの方にアンケート調査にご協力いただきまして、大変ありがとうございました。
今後も多くのご意見等をお待ちしております。

広報委員会一同

あなたの性別についてお聞きします

・議会傍聴者の内訳は男性28名（31％）、女
性56名（63％）、無回答5名（6％）であった。
女性の傍聴者は男性の2倍となっている。

男性（31％）無回答（6％）

女性（63％）

あなたの年齢についてお聞きします

・託児機能を整備したことにより、子育て中
の世代の方が議会を傍聴しやすくなったと
推測される。

20代（9％）無回答（9％）

70代以上（12％）

80代（24％）

50代（8％）

ご職業についてお聞きします

・会社員の方の傍聴が9名（9％）であり、勤
労者等の傍聴がしにくいのではないかと推
測される。

自営業（16％）無回答（1％）

その他（12％）

無職（24％）

会社員（9％）

パート・
アルバイト
（1％）

家事（37％）

傍聴にこられなかった理由は何ですか

・「いつ開催されるのかわからない」と答え
た人が16名（34％）。周知不足していること
が推測される。

無回答（4％） 時間がない（18％）

小さい子が
いるため時
間がとれな
い（18％）

興味がない
（18％）

その他（8％）

いつ開催
されるの
かわから
ない
（34％）

平成19年度議会を傍聴した回数を教えてください

・傍聴に来られる方にはリピータが多いの
ではないかと推測される。

無回答（7％）

6回以上
（35％）

5～4回
（11％）

1回（17％）

3～2回
（30％）

これまでに傍聴したことがありますか

・傍聴に来たことがある人が54名（61％）、
はじめて傍聴した人が35名（39％）であっ
た。

ない（39％）

ある（61％）

市議会の傍聴をどのようにしてお知りになりましたか

・人づて議会傍聴を知った方47名（53％）
であった。広報、ホームページでの周知不足
が推測される。

無回答（2％）

その他（18％）

知人
（35％）

新聞（11％）

議会広報紙
（10％）

ホームページ
（6％）

議員（18％）

傍聴にこられた理由はなんですか

・自分の意思で来た方が全体の47名（65
％）に対し、人から誘われて来た方が22名
（30％）を占めている。

各種団体や
知人から
誘われて
（25％）

議員から
誘われて（5％）

無回答（1％）

市議会や
市政に
興味がある
（35％）

質問内容に
興味がある
（30％）

30代（34％）

市議会からこんにちは／ 2009. ７.25 �� 市議会からこんにちは／ 2009. ７.25
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▶４月７日　○所管事務調査
　（未収金対策【債権管理条
例】について）
▶４月21日　○所管事務調査
　（未収金対策について【視察
研修　神奈川県秦野市】）
▶４月30日　○所管事務調査
　（平成21年度新規事業・重要
事業について）
▶５月11日　○市民窓口利用ア
ンケート調査について
▶６月12日　○付託議案審査
　（７件）
▶６月12日　○所管事務調査
　（総合支所聞取り調査について）
▶６月24日～26日　○行政視察
（静岡県、岐阜県、滋賀県）
▶６月30日　○所管事務調査
　（債権管理条例について）

▶４月７日　○所管事務調査
　（今後の活動について）
▶４月30日　○所管事務調査
　（平成21年度新規事業・重要
事業について）
▶５月11日　○所管事務調査
　（医療費削減（健康対策）に
ついて）
▶６月12日　○付託議案審査

▶４月23日　○所管事務調査
　（緊急経済対策について【市内
商工関係団体との意見交換会】）
▶５月１日　○所管事務調査
（平成21年度新規事業・重要
事業について）
▶５月13日～15日　○行政視察
（大阪府、三重県、岐阜県）
▶６月12日　○付託議案審査

▶４月６日　○所管事務調査
　（日光市建設業組合との意見交換）
▶５月１日　○所管事務調査
　（平成21年度新規事業・重要
事業について）

▶５月18日　○所管事務調査
　（土地開発行為について）
▶６月１日　○所管事務調査
　（日光地区土地利用研究会と
の意見交換）

▶６月12日　○付託議案審査
▶６月23日　○所管事務調査
　（上下水道事業の計画及び発
注状況について）

▶６月29日～７月１日　○行政
視察（富山県、石川県）

▶４月15日　○議会運営につい
て（申し合わせ事項）

▶５月20日　○特別委員会の設
置について

▶５月22日　○第２回臨時会に
ついて（会期日程等）

▶６月１日　○第３回定例会に
ついて（陳情等）

▶６月４日　○第３回定例会に
ついて（会期日程等）

▶６月15日　○日程追加について
　

▶４月７日　○日光市定額給付
金について

▶５月12日　○日光市合併５周
年記念事業実施基本方針につ
いて

▶５月22日　○第２回臨時会提
出予定議案について

▶６月４日　○６月定例会提出
予定議案について

▶６月15日　○６月定例会追加
予定議案について

▶６月23日　○事務報告について

▶４月10日　○４月発行議会広
報紙について
▶６月８日　○７月発行議会広
報紙について

▶５月11日　○（仮）日光市クリー
ンセンター建設事業について

▶４月22日　○高齢化集落対策
について（地元住民との意見
交換会）
▶４月24日　○高齢化集落対策
について（地元住民との意見
交換会）
▶６月10日　○高齢化集落対策
について

▶６月12日　○視察研修について

▶５月11日　○戦場ヶ原の保全
について
▶５月19日　○湯ノ湖の現状に
ついて

▶５月29日　○正副委員長の互
選について
▶６月４日　○議会報告会の試
行について
▶６月15日　○交渉会派人数の
見直しについて

N I K K O  S H I G I K A I

議 会 の お も な 動 き 《４月～６月》

総務常任委員会総務常任委員会 建設水道常任委員会建設水道常任委員会 広報委員会広報委員会

議会運営委員会議会運営委員会

議員全員協議会議員全員協議会

民生環境常任委員会民生環境常任委員会

観光経済教育常任委員会観光経済教育常任委員会

日光市可燃ごみ処理
施設調査特別委員会
日光市可燃ごみ処理
施設調査特別委員会

地域経済活性化対策
調査特別委員会
地域経済活性化対策
調査特別委員会

ダム施設周辺地域
対策調査特別委員会
ダム施設周辺地域
対策調査特別委員会

ラムサール条約登録湿地及び
その周辺環境調査特別委員会
ラムサール条約登録湿地及び
その周辺環境調査特別委員会

議会活性化検討
調査特別委員会
議会活性化検討
調査特別委員会

　

歯
医
者
に
通
う
こ
と
を
忘
れ

て
か
ら
、
か
な
り
の
月
日
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。
歯
医
者
の
匂

い
、
歯
を
削
る
音
な
ど
、
避
け

て
通
れ
る
も
の
な
ら
ば
と
日
頃

か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

簡
単
に
治
療
が
で
き
、
す
ぐ
に

治
せ
る
も
の
と
も
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
続
い
て
い
た

歯
の
痛
み
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、

歯
医
者
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
治
療
に
お
い
て
も
相
当

の
苦
痛
を
味
わ
い
、「
鉄
は
熱

い
う
ち
に
打
て
！
」
と
い
う
言

葉
が
日
々
襲
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
議
会
運

営
を
し
て
い
な
が
ら
も
、
同
じ

言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
社

会
生
活
お
い
て
も
、
物
事
を
な

す
に
お
い
て
は
早
い
に
越
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
少

な
か
ら
ず
組
織
の
中
に
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
様
々
な
感
情
や

思
考
を
持
っ
た
人
た
ち
と
、
議

論
を
重
ね
「
事
」
を
進
め
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
初
期
の

段
階
で
、
様
々
な
感
情
や
思
考

に
対
応
す
る
こ
と
が
「
事
」
の

解
決
に
は
不
可
欠
で
す
。
そ
れ

を
誤
る
と
、「
事
」
が
激
痛
に

な
り
、
治
療
を
施
す
に
も
相
当

の
苦
痛
を
味
わ
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
改
め
て
「
事
」
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
の
処
置
の
仕
方

を
、「
忘
れ
て
い
た
歯
医
者
」

を
通
じ
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
６

月
定
例
会
で
し
た
。（

Ｋ
・
Ｔ
）

編
集
後
記

＊

＊
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